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さる 

むかし、 むかし、 あると ころに、 猿と かにが ありま 

した。 

さる てんき つ あそ 

ある 日 猿と かに はお 天気が いいので、 連れ だって 遊 

とちゅう やまみち さる かき たね ひろ 

びに 出ました。 その 途中、 山道で 猿 は 柿の 種 を 拾い ま 

した。 またし ばらく 行く と、 川の そばで かに はおむ す 

び を 拾いました。 かに は、 

「こんない いもの を 拾った ご 

い さるみ さる 

と 言って 猿に 見せます と、 猿 も、 

「わたし だ つて こんない いもの を 拾った ご 



はや み かき 

「早く 実が なれ、 柿の 木よ。 

ぎ 

ならぬ と、 はさみで ちょん 切る ぞ。」 

い まかき 

と 言いました。 すると 間もなく 柿の 木に はたく さん 

実が なって、 ずんずん 赤くな りました。 それ を 下から 

み あ 

かに は 見上げて、 

「うまそう だな あ。 早く 一 つ 食べて みたい ご 

て &、 > 

といって、 手 をのば しました が、 背が ひくく つてと 

のぼ 

どきません。 こんど は 木の 上に 登ろうと しました が、 

よこ のぼ のぼ お 

横ばいで すから いくら 登つ て も 登つ て も 落ちて しまい 

まいにち 

ます。 とうとう かに も あきらめて、 それでも J# 曰、 く 

やしそう に 下から ながめて いました。 



さる き すず かき 

すると ある 日 猿が 来て、 鈴な りに なって いる 柿 を 

み % 

見上げて よだれ をたら しました。 そして こんなに リっ 

ぱな 実が なるなら、 おむすびと 取り かえつ こ をす るの 

ではなかった と 思いました。 それ を 見て かに は、 

さる のぼ と 

「猿さん、 ながめて いないで、 登って 取って くれない 

れい かき す こ あ 

か。 お礼に は 柿 を 少し 上げる よご 

と 言いました。 猿 は、 

「しめた ご 

と 言わない ばかりの 顔 をして、 

と あ ま 

「よしよ し、 取って 上げる から 待って おいで ご 

い のぼ 

と 言いながら、 する する 木の 上に 登って いきました 



い の をお くれよ ご 

い さる い 

と 言います と、 猿 は 「よし、 よし ご と 言いながら、 

もっと 青い の を もいで、 ほうりました。 かにが、 

「こんど も やっぱり しぶく つ て だめ だ。 ほんとう にあ 

ま い の をお くれよ ご 

い さる 

と 一一 一一 n いますと、 猿 はうる さそう に、 

「よし、 そんなら これ を やる ご 

い あお かた 

と 言いながら、 いちばん 青い 硬い の を もいで、 あお 

ま あたま ちから な 

むいて 待って いるかに の 頭 をめ がけて 力 いっぱい 投 

げ つけます と、 かに は、 「あつ ご と 言った なり、 ひど 

く 甲羅 をう たれて、 目 を まわして、 死んで しまい まし 



やる から、 お泣きで ない ご 

と 言いました。 

な まち- 

それでも 子が に は 泣いて いますと、 こんど は 蜂が ぶ 

さ 

ん とうな つ て 来て、 

「かにさん、 かにさん、 なぜ 泣く の ご 

き 

と 聞きました。 

さるお や ころ う 

子が に は 猿が 親が に を 殺した から、 かたき を 討ちた 

い はち 

いと 言いました。 すると 蜂 も、 

さる 

「にくい 猿 だ。 よしよ し、 おじさん がかた きをと つて 

やる から、 お泣きで ない ご 

と 言いました。 
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